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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第９期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第８期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (百万円) 11,976 61,548

経常利益又は
経常損失(△)

(百万円) △244 1,518

四半期純損失(△)
又は当期純利益

(百万円) △727 661

純資産額 (百万円) 9,791 10,520

総資産額 (百万円) 57,257 57,368

１株当たり純資産額 (円) 126.06 135.42

１株当たり四半期
純損失(△)又は
１株当たり当期純利益

(円) △9.37 8.52

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 17.10 18.34

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △28 3,374

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △586 △934

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,051 △3,763

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 3,368 2,928

従業員数 (名) 1,069 1,054

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 1,069 [180]

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［　］内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で

記載しております。

２　臨時従業員には、季節工、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み派遣社員を除いております。

 

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 389　[42]

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［　］内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載

しております。

２　臨時従業員には、季節工、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み派遣社員を除いております。

 

EDINET提出書類

株式会社エーアンドエーマテリアル(E01163)

四半期報告書

 3/26



第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとお

りであります。
 

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円)

建設・建材事業 2,784

工業製品・エンジニアリング事業 233

自動車関連事業 976

合計 3,994

(注) １　製造原価によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における工事部門の受注状況を事業の種類別セグメントごとに示す

と、次のとおりであります。

なお、製品は主として見込生産であります。
 

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円) 受注残高(百万円)

建設・建材事業 2,405 4,291

工業製品・エンジニアリング事業 3,077 8,441

合計 5,483 12,732

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとお

りであります。
 

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円)

建設・建材事業 6,183

工業製品・エンジニアリング事業 4,676

自動車関連事業 1,104

その他の事業 12

合計 11,976

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期におけるわが国経済は、米国経済の減速化や引き続く原油・原材料価格の高騰など

により、景気の後退懸念が更に強まってまいりました。

当社グループの事業領域と関連の深い建設業界に関しては、昨年６月に改正建築基準法が施行さ

れ、建築確認審査の厳格化による建築着工の遅れや計画変更から、需要の大幅な落ち込みが継続し

ており厳しい環境で推移してきておりますが、電力・造船・プラント業界におきましては、需要は

堅調に推移してまいりました。

このような状況におきまして、当第１四半期の連結売上高は119億７千６百万円、営業損失は１億

１千万円、経常損失は２億４千４百万円、四半期純損失は７億２千７百万円となりましたが、当社グ

ループの業績は季節的変動がありますので、当該四半期業績は通期の業績に必ずしも連動いたしま

せん。

現在、当社グループは平成20年度を初年度とする３ヵ年の新中期経営計画「BREAK-THROUGH

PLAN」で策定した目標達成に向けて諸施策の実施に全力で取り組んでいるところであります。

 

事業の種類別セグメントの状況は次のとおりであります。

 

建設・建材事業

材料販売につきましては、主力商品であるけい酸カルシウム板・波形スレート・耐火二層管が

前年同期に比し販売数量を下回り、材料販売全体の売上高は41億１千４百万円となりました。

工事につきましては、鉄骨耐火被覆工事の引き合いは増加しておりますが、完成工事高は減少

しており、建設関連工事全体の売上高は20億６千９百万円となりました。

この結果、建設・建材事業全体の売上高は61億８千３百万円となりました。
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工業製品・エンジニアリング事業

材料販売につきましては、電力・造船・プラント業界の需要は堅調に推移し、拡販に努力をし

た結果、材料販売売上高は24億６百万円となりました。

工事につきましては、ガス、石油、石油化学関連の建設・補修工事に加えて環境関連設備工事等

の受注増加により完成工事高は22億６千９百万円となりました。

この結果、材料販売および工事を合わせた工業製品・エンジニアリング事業全体の売上高は46

億７千６百万円となりました。

 

自動車関連事業

主力商品であります二輪車用ブレーキライニングは、国内二輪車メーカーの海外生産化が常態

化するなか、引き続き国内向け販売数量の減少を海外向け輸出で補完し、全体の販売数量はほぼ

前年同期並みとなりました。

クラッチフェーシングの販売数量は前年同期を下回りましたが、シール材は前年同期を上回り

ました。

この結果、自動車関連事業の売上高は産業機械分野向けのブレーキの増加があったものの、11

億４百万円となりました。

 

その他の事業

子会社の保険料収入等でありますが、売上高は１千２百万円となりました。

 

［当社グループの四半期業績の特性について］

当社グループは不燃建材の製造、販売と共に建設・建材関連工事、工業製品・エンジニアリング

関連工事の設計、施工を主な事業としており、それら工事部門の売上高は全売上高の４割以上を占

めております。

わが国では、事業年度を４月から３月までと定めている企業が多いため、工事の検収が年度の節

目である第２四半期および第４四半期に集中する傾向があります。中でも工事期間の長い工業製品

・エンジニアリング関連工事においては第４四半期への集中が顕著であります。このため、工事に

係る収益の計上基準として「工事完成基準」を採用している当社グループの業績には季節的変動

があります。

 

(2) 財政状態の分析

(資産)

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ１億１千１百万円減

少し572億５千７百万円となりました。これは主に、現金及び預金の増加４億２千２百万円と未成

工事支出金の増加11億５千万円に対し、受取手形及び売掛金と完成工事未収金の減少16億８千２

百万円があったことによるものです。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ６億１千７百万円増加

し474億６千５百万円となりました。これは主に、短期借入金の増加14億１千１百万円と未成工事

受入金の増加６億９千７百万円に対し、支払手形及び買掛金と未払費用の減少９億４千６百万

円、未払法人税等の減少４億９千８百万円があったことによるものです。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ７億２千９百万円減

少し97億９千１百万円となりました。これは主に、土地再評価差額金の増加３億５千万円に対し、

利益剰余金の減少12億７千２百万円があったことによるものです。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会

計年度末に比べ４億４千万円増加し、33億６千８百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純損失６億７千万円に売上債権の減

少、たな卸資産の増加、法人税等の支払いなどにより、２千８百万円の資金の減少となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産ならびに無形固定資産の取得６億２千万円

などにより、５億８千６百万円の資金の減少となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出６億１千４百万円があった

ものの、短期借入金の増加18億４千３百万円などにより、10億５千１百万円の増加となりました。

 

(4) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重

要な変更および新たに生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、１億９千８百万円であります。なお、当第１四

半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 77,780,00077,780,000
東京証券取引所
(市場第一部)

―

計 77,780,00077,780,000― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年６月30日 ― 77,780,000― 3,889 ― ―

 

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握

しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社エーアンドエーマテリアル(E01163)

四半期報告書

 9/26



(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現
在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 104,000 ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

77,339,000
77,339 ―

単元未満株式 普通株式 337,000 ― ―

発行済株式総数 77,780,000― ―

総株主の議決権 ― 77,339 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が9,000株(議決権９個)

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式397株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現
在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社エーアンドエー
マテリアル

 
横浜市鶴見区鶴見中央
２丁目５番５号

104,000 ― 104,000 0.13

計 ― 104,000 ― 104,000 0.13

 

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成20年
４月

 
５月

 
６月

最高(円) 105 121 164

最低(円) 93 100 106

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年

４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人

により四半期レビューを受けております。

なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本

監査法人から名称変更しております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,403 2,981

受取手形及び売掛金 ※４
 8,637

※４
 8,716

完成工事未収入金 1,911 3,514

商品 855 1,136

製品 3,619 3,226

原材料 416 411

貯蔵品 74 52

仕掛品 239 210

未成工事支出金 7,209 6,058

その他 1,612 1,619

貸倒引当金 △180 △210

流動資産合計 27,799 27,717

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,342 2,375

機械装置及び運搬具（純額） 4,572 4,325

土地 19,122 19,576

その他（純額） 539 735

有形固定資産合計 ※２
 26,576

※２
 27,013

無形固定資産 723 575

投資その他の資産 ※１
 2,157

※１
 2,062

固定資産合計 29,457 29,650

資産合計 57,257 57,368
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,878 9,408

短期借入金 12,923 11,511

1年内償還予定の社債 900 900

未払法人税等 168 667

賞与引当金 231 417

引当金 42 34

未成工事受入金 4,280 3,582

その他 3,584 3,774

流動負債合計 31,007 30,297

固定負債

社債 500 500

長期借入金 7,029 7,212

退職給付引当金 2,771 2,718

引当金 200 235

その他 5,956 5,883

固定負債合計 16,457 16,550

負債合計 47,465 46,847

純資産の部

株主資本

資本金 3,889 3,889

利益剰余金 4,763 6,036

自己株式 △12 △12

株主資本合計 8,640 9,913

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 313 226

繰延ヘッジ損益 6 △107

土地再評価差額金 835 484

為替換算調整勘定 △4 1

評価・換算差額等合計 1,151 605

少数株主持分 0 2

純資産合計 9,791 10,520

負債純資産合計 57,257 57,368

EDINET提出書類

株式会社エーアンドエーマテリアル(E01163)

四半期報告書

14/26



(2) 【四半期連結損益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

売上高 11,976

売上原価 9,793

売上総利益 2,183

販売費及び一般管理費 ※１
 2,294

営業損失（△） △110

営業外収益

受取利息 10

受取配当金 15

その他 23

営業外収益合計 49

営業外費用

支払利息 129

その他 53

営業外費用合計 182

経常損失（△） △244

特別利益

貸倒引当金戻入額 30

特別利益合計 30

特別損失

固定資産除却損 2

減損損失 ※２
 454

特別損失合計 457

税金等調整前四半期純損失（△） △670

法人税、住民税及び事業税 59

少数株主損失（△） △2

四半期純損失（△） △727
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △670

減価償却費 334

貸倒引当金の増減額（△は減少） △31

賞与引当金の増減額（△は減少） △186

退職給付引当金の増減額（△は減少） 53

受取利息及び受取配当金 △26

支払利息 129

有形固定資産除却損 2

減損損失 454

売上債権の増減額（△は増加） 1,682

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,318

その他の流動資産の増減額（△は増加） 123

仕入債務の増減額（△は減少） △547

その他の流動負債の増減額（△は減少） 649

その他 △6

小計 641

利息及び配当金の受取額 26

利息の支払額 △98

法人税等の支払額 △570

石綿健康障害補償金の支払額 △27

営業活動によるキャッシュ・フロー △28

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △35

定期預金の払戻による収入 56

有形固定資産の取得による支出 △444

無形固定資産の取得による支出 △176

投資有価証券の取得による支出 △1

貸付けによる支出 △18

貸付金の回収による収入 26

その他 6

投資活動によるキャッシュ・フロー △586

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,843

長期借入金の返済による支出 △614

配当金の支払額 △177

その他 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,051

現金及び現金同等物に係る換算差額 4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 440

現金及び現金同等物の期首残高 2,928

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,368
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

会計方針の変更

(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　　「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準

委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を当

第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準につい

ては、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切

下げの方法)に変更しております。

　　なお、これによる損益に与える影響はありません。

(2) リース取引に関する会計基準の適用

　　「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13

号(平成５年６月17日(企業会計審議会第一部会)、平

成19年３月30日改正))および「リース取引に関する

会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16号

(平成６年１月18日(日本公認会計士協会　会計制度委

員会)、平成19年３月30日改正))を当第１四半期連結

会計期間から早期に適用し、所有権移転外ファイナン

ス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方

法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上

しております。

　　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を

耐用年数とし、残存価額を零として算定する方法に

よっております。

　　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権

移転外ファイナンス・リース取引については、通常の

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き

採用しております。

　　これに伴う、リース資産計上額、営業損失、経常損失お

よび税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微

であります。
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【簡便な会計処理】

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

 

【追加情報】

 

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

有形固定資産の耐用年数の変更

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正を契機と

し、設備改造や更新など資産の利用状況を勘案した結

果、当第１四半期連結会計期間より機械装置の耐用年数

を変更しております。

　この変更により、従来の方法によった場合と比べ、営業

損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞ

れ43百万円増加しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の

額

　投資その他の資産 180百万円
　

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の

額

　投資その他の資産 180百万円

※２　有形固定資産の減価償却累計額　  21,622百万円

 

※２　有形固定資産の減価償却累計額　  21,336百万円

　３　保証債務

　　　非連結子会社の銀行借入金に対し、保証を行ってお

ります。

　アスクシンガポール 263百万円
　

　３　保証債務

　　　非連結子会社の銀行借入金に対し、保証を行ってお

ります。

　アスクシンガポール 226百万円

※４　受取手形割引高　　　　　　　　　　 169百万円 ※４　受取手形割引高　　　　　　　　　　 109百万円

 

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

 

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運搬費 628百万円

給料及び賃金 427百万円

賞与引当金繰入額 77百万円

退職給付費用 97百万円

※２　減損損失

当第１四半期連結累計期間において、以下の資産

について減損損失を計上しております。

場所 用途 種類
金額
(百万円)

茨城県石岡市 遊休地 土地 255

茨城県水戸市 遊休地 土地 198

  計 454

当社グループは、事業用資産については、事業所

単位を資産グループの基礎とし、独立したキャッ

シュ・フローを生み出す最小単位でグルーピング

をおこなっております。

遊休資産については、個々の資産単位をグループ

としております。

石岡事業所土地および水戸事業所土地について

は、近年の当該土地の利用状況や新中期経営計画に

おける今後の利用見込から、当第１四半期連結累計

期間より遊休資産として取り扱うこととし、直近の

路線価を基に減損処理をおこなったものでありま

す。

 

EDINET提出書類

株式会社エーアンドエーマテリアル(E01163)

四半期報告書

19/26



(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年６月30日現在)

現金及び預金勘定 3,403百万円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△35百万円

現金及び現金同等物 3,368百万円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 77,780,000

 

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 107,688

 

 

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

 

 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27
日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 194 2.50平成20年３月31日平成20年６月30日

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配

当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

 

 
建設・建材
事業
(百万円)

工業製品・
エンジニア
リング事業
(百万円)

自動車
関連事業
(百万円)

その他
の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高        

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

6,1834,6761,104 12 11,976 ― 11,976

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

29 3 95 48 176 (176) ―

計 6,2124,6801,199 60 12,152(176)11,976

営業利益又は営業損失(△) 301 36 21 48 407 (518) △110

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品および工事内容

(1) 建設・建材事業………………………不燃建築材料の製造、販売および工事の設計、施工

押出成形品の製造、販売および工事の設計、施工

耐火二層管の製造、販売

鉄骨耐火被覆工事の設計、施工

(2) 工業製品・エンジニアリング

　　事業……………………………………

 

不燃紡織品、工業用摩擦材・シール材、保温保冷断熱材、船舶用資

材、防音材、伸縮継手他各種工業用材料・機器の製造、販売

保温、保冷、空調、断熱、防音、耐火工事の設計、施工

(3) 自動車関連事業………………………自動車用を主とした摩擦材・シール材の製造、販売

(4) その他の事業…………………………保険代理業、その他

３　追加情報

(有形固定資産の耐用年数の変更)

法人税法の改正を契機とし、設備改造や更新など資産の利用状況を勘案した結果、当第１四半期連結会

計期間より機械装置等の耐用年数を変更しております。

この変更により、従来の方法によった場合と比べ、営業費用は建設・建材事業で31百万円、工業製品・

エンジニアリング事業で１百万円および自動車関連事業で10百万円増加し、営業損失が同額増加して

おります。

 

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

 

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　海外売上高は連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

  

１株当たり純資産額 126.06円

  

１株当たり純資産額 135.42円

 

２　１株当たり四半期純損失

 

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純損失 9.37円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

 

 
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

四半期純損失(百万円) 727

普通株式に係る四半期純損失(百万円) 727

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 77,674,257

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成20年５月16日東京都、埼玉県、千葉県在住の建設従事者とその遺族より訴訟が提訴され、６月６

日に訴状の送達を受けました。訴訟の内容といたしましては、石綿関連疾患に関して、国に対し、国家

賠償法に基づき、また建材メーカー46社に対し、民法に定める不法行為責任ならびに製造物責任法に

定める製造物責任に基づき、各自に総額約66億円の損害賠償請求を求めているものであります。

原告らからの請求に対しては、法廷の場において当社としての主張を行う等適切に対処していく所

存であります。

また、平成20年６月30日に神奈川県在住の建設従事者とその遺族より訴訟が提起され、８月11日に

訴状の送達を受けました。上記と同様の訴状内容で国と建材メーカー46社に対して各自に約15億円の

損害賠償請求を求めているものであります。

なお、当該訴訟がどのように推移するか予測することはできません。また、これら石綿による健康障

害に対する補償・損害賠償金等の今後の費用発生額については、合理的に見積もることは困難であり

ます。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成20年８月14日

株式会社エーアンドエーマテリアル

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　増　　田　　正　　志　　印

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　清　　水　　芳　　彦　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社エーアンドエーマテリアルの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の

第１四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につ

いて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等

に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国におい

て一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定さ

れた手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エーアンドエーマテリア

ル及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累

計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半

期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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